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令和 6年 9月 17日 

府中市立 

府中第八中学校 

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

令和６年度体罰防止スローガン『一緒に守ろう！生徒の身体と心の元気』 

★
市
教
育
委
員
会

の
職
員
の
方
々
か

ら
ご
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

学びと 

思いやり 

『
防
災
週
間
と
津
波
防
災
の
日
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
長 

髙
汐 

康
浩 

 

こ
こ
数
年
、
毎
年
、
九
州
、
四
国
、
近
畿
、
中
部
地
方
を
訪
ね
て
各
地
の
防
災

に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
前
は
、
和
歌
山
県
串
本
町
と
奈
良

県
奈
良
市
、
昨
年
は
和
歌
山
市
と
三
重
県
四
日
市
市
、
熊
本
市
、
大
分
県
別
府
市
、

高
知
県
土
佐
市
、
今
年
は
愛
知
県
田
原
市
、
三
重
県
の
桑
名
市
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
訪
ね
た
桑
名
市
は
三
重
県
の
北
部
、
木
曽
三
川
（
木
曽
川
、
長
良
川
、

揖
斐
川
）
が
注
ぐ
伊
勢
湾
の
最
奥
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
桑
名
市
の
揖
斐
川
河

口
部
に
あ
る
長
島
町
伊
曽
島
地
区
は
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯 

に
あ
り
ま
す
。
海
抜
の
低
い
こ
の
地
区
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震 

な
ど
の
地
震
動
で
堤
防
や
水
門
が
損
壊
す
る
と
、
津
波
が
到
達 

す
る
前
か
ら
浸
水
が
始
ま
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
を
抱
え
て
い 

ま
す
。
そ
し
て
、
大
地
震
後
に
は
長
期
間
の
浸
水
が
想
定
さ
れ 

て
い
ま
す
。
津
波
か
ら
確
実
に
命
を
救
う
た
め
に
は
、
可
能
な 

限
り
津
波
到
達
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
よ
り
標
高
の
高
い
浸 

水
想
定
区
域
外
へ
と
避
難
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、 

こ
の
地
域
で
は
、
地
震
直
後
か
ら
浸
水
が
始
ま
り
、
避
難
誘
導 

が
で
き
な
い
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た 

め
、「
津
波
緊
急
避
難
場
所
」
と
し
て
、 

桑
名
市
津
波
避
難
誘
導
デ
ッ
キ
が
設
置
さ 

れ
て
い
ま
す
。 

八
月
八
日
に
気
象
庁
が
「
南
海
ト
ラ
フ 

地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）」
を 

発
表
し
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
と
は
、
静 

岡
県
の
駿
河
湾
か
ら
九
州
東
方
沖
ま
で
約 

七
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
続
く
、 

深
さ
約
四
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
の
く
ぼ
み 

（
深
い
溝
状
の
地
形
）
の
こ
と
で
す
。
南 

海
ト
ラ
フ
で
は
、
約
九
十
年
か
ら
百
五
十 

 

年
周
期
で
繰
り
返
し
津
波
を
伴
う
地
震
が
起
き
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
広

域
の
震
源
域
で
地
震
が
連
動
し
た
場
合
に
お
け
る
最
大
ク
ラ
ス
の
「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
」
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
９
・
１
（
東

日
本
大
震
災
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
）
で
す
の
で
、
そ
の
被
害
規
模
や
範
囲
は
相
当

大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
正
十
二
年
九
月
一
日
は
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
す
。
そ
し
て
、
今
年

は
関
東
大
震
災
か
ら
一
〇
一
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
関
東
地
方
を
中

心
に
人
的
、
物
的
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年
こ
の
日
を

「
防
災
の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
中
心
と
す
る
「
防
災
週
間
」
に
は
、
全
国
的
に
防

災
に
関
す
る
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
六
月
に

は
、「
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
国
民
の
間
に
広
く
津
波

対
策
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
十
一
月
五
日
を
「
津
波
防
災
の

日
」
と
定
め
ま
し
た
。
こ
の
「
津
波
防
災
の
日
」
に
お
い
て
は
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
は
、
そ
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

日
本
は
、
そ
の
位
置
、
地
形
、
地
質
、
気
象
等
の
自
然
的
条
件
か
ら
、
台
風
、
豪

雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
崖
崩
れ
、
土
石
流
、
地
滑
り
、
地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
等
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
や
す
い
国
土
で
す
。
首
都
直
下
地
震
に
つ
い
て
は
、
今
後
三
十

年
で
起
き
る
確
率
は
七
十
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
府
中

八
中
の
通
学
区
域
の
電
柱
に
は
左
の
写
真
の
よ
う
に
、
多
摩
川
で
洪
水
が
起
き
た

際
の
『
想
定
浸
水
深
』
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
月
の
全
校
朝
礼
で
は
、
府
中
市
の
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
災
害
リ
ス
ク
情
報
な
ど
を
地
図
に
重
ね
て
表
示
で
き

る
『
重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』 

に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
私
た 

ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
特
徴 

を
知
る
こ
と
と
の
大
切
さ
に
つ 

い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。 

  

桑名市津波避難誘導デッキ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和６年度体罰防止スローガン『一緒に守ろう！生徒の身体と心の元気』 

★
☆
卓
球
部
★
☆ 

第
四
十
六
回 

 

府
中
市
公
私
立
中
学
校
卓
球
大
会 

二
年 

男
子
の
部 

優
勝 

府
中
八
中
Ａ 

牛
久
保 

湊
士 

寺
田 

透
吾 

松
尾 

信
吾 

二
年 
女
子
の
部 

優
勝  

府
中
八
中
Ａ 

利
根
川 

花
奈 

畔
上 

夏
実 

藤
本 
ゆ
ず
な 

準
優
勝 
府
中
八
中
Ｂ 

大
町 

夏
花 
細
井 

優
莉 

松
浦 

優
那 

一
年 

男
子
の
部 

第
三
位 

府
中
八
中
Ａ 

谷
本 

雅
弥 

小
川 
歩
優
樹 

中
山 

和
飛 

 

一
年 

女
子
の
部 

準
優
勝 

府
中
八
中
Ａ 

嶺
川 

恵
実 

大
島 

心 

濱
田 

千
晴 

中 

美
那 

第
三
位 

府
中
八
中
Ｂ 

深
澤 

し
よ
り 

潮 

実
花 

善
元 

明
花
里 

西
野 

知
紗
登 

 

★
☆
サ
ッ
カ
ー
部
★
☆ 

第
六
十
五
回 

 

府
中
市
民
体
育
大
会
秋
季
大
会 

優
勝 

思
春
期
は
、
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
す

る
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
悩
み
を
も
つ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
悩
み
を
抱
え
て
し
ま
っ
て
困
っ

て
い
る
と
き
に
、
相
談
で
き
る
相
談
窓
口
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、『
安
心
』
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
配
布
し
て
き
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
不
安
や
悩
み
が
あ
る
と
き
は
…
一

人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
よ
う
」
と
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
ほ
っ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

https://www.fuchu-tokyo.ed.jp/fuchu08c/02gaiyou/15108533456459d8e4a01a420230509142348.html 

https://ijime.metro.tokyo.lg.jp/message/ 

 
左
下
の
グ
ラ
フ
は
、
令
和
五
年
の
都
内
の
交
通
人
身
事
故
の
発
生
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
事
故
か
増
加
し
、
そ
の
後
十
二
月
ま
で
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
安
全
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
交
通
安

全
を
科
学
的
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

『
な
が
ら
運
転
』
を
例
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
算
数
・
数
学
や
、
理
科
等
の 

学
習
を
活
用
し
た
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
ま
す
。
左
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ホ
の

な
が
ら
運
転
の
例
で
す
。
こ
の
場
合
、
目
隠
し
を
し
て 

二
十
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
運
転
し

て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
な
が
ら
運
転
で
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
加
害
者
が
、「
突
然
、
人

が
現
れ
て
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。」
と
証
言
す
る 

場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
な
が
ら
運
転
は
目
隠
し 

を
し
て
運
転
し
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
が
わ
か
り 

ま
す
。
二
十
一
メ
ー
ト
ル
も
目
隠
し
を
し
て
運
転 

す
る
と
考
え
る
と
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す 

ね
。
さ
ら
に
体
重
が
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
人
が
運 

転
し
て
い
る
と
き
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ピ
ス 

ト
ル
の
弾
丸
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
る 

の
で
す
。
何
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
は
、
相
当 

大
き
な
破
壊
力
が
は
た
ら
く
の
で
す
。
科
学
的
に 

考
え
れ
ば
決
し
て
な
が
ら
運
転
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。 

〔敬称略〕

称    〕 

https://www.fuchu-tokyo.ed.jp/fuchu08c/02gaiyou/15108533456459d8e4a01a420230509142348.html
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